
















































































いという項目も設けたが、どちらも回答は、ゼロであった。ま 学科履修生に二名の未回答者がい が、この質問を含め裏面 質問すべてに回答していないため、おそらく裏面を確認することなしに提出したと思われる。この数
字から初級の段階で、あきらめさせない、学習を継続する意欲を持たせる、という導入時の目標については、全学共通履修生の「思う」五人の中に一名「特に思う」という回答もあったことも踏まえ、それなり 成果 あげたということができるだろ 。では履修生の学習意欲を高めた要因は何であろか。次の質問に対する回答から読み解いてみよう。質問：前後期を通じて のことが学べて、ある は知ってよかったと思うことは何ですか
　
二〇一五年度の学科履修生に対する























憶に残るものであった。これまで授業で紹介できる歌といえば、まずアラビア語の歌詞がきちんと紹介されていて日本で入手が可能なもの、それは必然的にアラブ世界を代表する歌手たちが歌う有名な作品に限られ、その理解の めには言語能力の面でも、アラブ文化へ 関心度の面からもそれなりの高さを要求されるもり、一番集中できた授業かもしれないという声が上がったのは興味深 った。本学の留学生別科で使われている様々な道具にヒントを得た試みであったが、こうした試みは、今後その使用方法の開発も含め検討し、年間授業計画の中に取り入れていくことも意味あることのよう 感じた。











用してきたテキストを大幅 改定し、れまで短い説明 とどめておいた手書きのアラビア文字に関 る練習を充実させた『アラビア文字の綴り方、アルファベット、母音記号、数字』を作成した。ナクシュバンディー先生には、一般的に　
学科履修生と全学共通履修生の初級の
授業内容に違いがあるとすれば、学科履修生に対しては、三年間の継続履修を前提とした読む、書く 聞く、話すという総合的言語力を養うための入門段階であり、ネイティブ教員の授業参加を通じて履修生が自ら使える言語を発見し、異文化理解に対する問題意識を高めることを






















ともにはっきりと文法と回答してい 。特に学科履修生については、双数と複数も文法事項であることから履修生全員（この質問も裏面にあったため未回答者がいた）が文法 答えた になる。ここから以下のことが判明す であろう。アラビア語が難しい いうイメージが履修生の間に定着していることは前回述べたが、それは初級の段階で意識されている文法の壁に対する気持ちを表現した
のと言えよう。全学共通履修生にとってもアラビア語の仕組み、語末の発音変化、アラビア語自体を学べたことに対する評価と文法はまた別物であると感じていることが分かる。　
アラビア語は、導入のための授業に多
くの時間を割かねばならない言 である。履修生の負担を考慮する時、教員は、文法に関してどのタイミングで、また何から取り上げるべき を慎重に検討しなければない。教育目標と時間数、またクラスにおけ 履修生の能力や問題意識の違いにも配慮して判断しなければならないこともある。以前、アメリカの大学でアラビア語教育に携わっていたレバノン人教師が、初年度に双数形（アラビア語では二つ、二人を表す形がある）はこう、複数形はこう、語末の発音の違いはこうだと説明しても翌年履修生の数は半減する。文法を扱うのは、本当に学びたいという意欲を持った 生が確定してからでも遅くはなく またその方 望ま
ることとし、テキスト内ではほとんど触れないように てある。この基本表現をもとに、履修生の反応を読み取りながらアラビア語の周辺文化について話題を展開していくことができれば 分かりにくい文法から分かりたくなる文法へと履修生の意識も変わっていくのではないか考えている。　
次の問題は、アラビア語にはまだ言語
と連係した現地留学制度がない である。学科履修生にとって留学制度のあるなしは、言語選択と言語学習の継続に微妙な影響を及ぼしていると感じている。言語を異文化理解の手段とし 位置付ける場合、その言語が使える、試せる場があるかどうかによって言語とその周辺に対する関心も異なってく であろう。　
アラビア語圏への現地留学は、もと








量を一つの判定基準とすることも考えてよいであろう。実際二〇一五年度中級の履修生六名には試験的に単語リストを作成し、試験を実施してみた。学期終了後のアンケートで尋ねてみたところ、やってよかったが三 、どちらかと言えば であり、こうした試験と能力判定基準の関係が明確なものになれば、学習意欲を高める有力な要因になりうることを感じさせた。しかし単語量を含め、会話、聴解、作文、読解 ど、その他の
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ナも含む、との注釈がある。また、使用した原資料は CONTAINERISATION INTERNATIONAL 


























































































































































































































































































ジスティクスはがらりと変わる。 コンテナ取扱量の上位は、 第一位上海 （中国・直轄市） 、 第二位シンガポール、 第三位深圳（中国・広東省） 、 以下アジアでは香港（四） 、 寧波
＿
舟山 （中国・浙江省＝五） 、
















展し多数が上位にラ クインしていることである。さらにマレーシア、タイ、インドネシアの港湾が順位を上げ、ベトナム、スリランカ 三〇位以内に登場してきた。 一方、 欧州の港湾ではロッテルダム （一 一） 、 ハンブルグ （一五） 、 ア トワープ（一六） 、 が上位にあり、 アメリカのニ ューヨーク／ニ ュージャージーは二四位となった。　
このような、港湾のランクの変動は世




































































































（二〇一四年二位）からジュロン工業地域を抜け、ジョホール水道を橋梁で越えて北上しマレー シアに入り、クラン港（二〇一四年一二位）や首都クアラルンプール近郊の工業地域まで（パームオイルのプランテーションの中を 走るのに高速道路を使って数時間である。途中 前出「イスカンダ 」計画の中核港であるタンジュンペレパス港（二〇一四年一八位）へのアクセスも可能である。この順位 ランクする港湾が 利用 数時間 範囲に複数あるという事実は、マレ 半島そして現代アジアの産業発展の象徴である。このルートには新幹線計画もある。（写真
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マルセイユは地中海の、 リスボン、 ダブリン、リバプール、 オスロ、 コペンハ ゲーン、ストックホ ムは北部大西洋と北海バルト海、 ボスニア湾の主要港ではあるが、 現代の製造業のグローバルネットワークを担っているとまで 言えない。　
この歌詞の作者は、ロマンに満ちたか
つてのヨーロッパの（あるいはヨーロッパ風の）港と旅客船をイメージして作詞したのだろう。歌詞の中で船長が眠るために思い浮かべた は、コンテナとクレーンで機械化されたバ スをいくつも備えた「現代の港湾」というよりも、昼は様々な国からの旅人と荷役 労働者で賑わい、夜は船乗りが酒場でくつろぐ…そんな「 にし の港町」だったはずだ。経済発展とロマン 関係は、 でも、草原でも砂漠でも単純ではな 。
輸送していた。どこかの港湾から来たのだろうか。流れの遅い時間に身を委ね、のんびりと草原を眺めて ると、「眠れない船長」とは逆になる　
われわれ日本人には想像しにくい「超























































である。本書では、明治以降の日本人芸術家がどのように全裸の彫刻において股間を表現してきたかを論じている。長崎の平和祈念像（写真３）の作者であ 北村西望はいくつもの男性裸体像を制作したが、その際に彼は股間を曖昧 表現した（写真４）。これを木下直之は、「ととで有名である。最新技術を駆使する陸軍や空軍とは異なり、海兵隊は接近戦を前提としている。そのために行われる過酷な訓練では、仲間を救うことは自分自身を救うこと もあるという連帯意識が徹底して叩き まれる。「国家」のために最前線で戦っている海兵隊は英雄と見なされ、これまでに何度もアメリカ映画の主役となってきた。　
戦死した英雄は、英雄として尊敬され
続けるが、帰還した英雄は、その後の人生を狂わせてしまうことがある。映画『父親たちの星条旗』（二〇〇六年）は、英雄というレッテルを貼られた若者たちの帰国後の生活に焦点を当て 。映画は、海軍衛生兵 ドクが、報道カメラマン、ローゼンタールが一九四五年に硫黄島で撮影した写真「硫黄島に掲げられる星条旗」の秘密を語る形で進む。写真に写ったドク、レイニー、アイラ 三人は本国に呼び戻され、国債発行キャンペーンに駆り出される。レイニーは期待
ろける股間」と名付けた。　
実は、セクハラすれすれの銅像は少な


















と記念碑が建てられるアメリカの状況を、エリカ・ドスは「メモリアル・マニア」と表現した。記念碑にょきにょき現象は、ナポレオン戦争後と第一次世界大戦後のイギリスや、ビスマルク ヒトラー時代 ドイツ スターリン時代のソ連、毛沢東時代の中国にも起こったもの
で、日本でも二〇世紀初頭に起こった。記念碑にょきにょき現象の時期 おける銅像は、誰もが知っている英雄をマッチョに表したものが多い。　
二〇〇一年同時多発テロ後におけるア
メリカの英雄は消防士たちであった。界貿易センターへ初動出動した消防士は約四百名で、殉職した消防士は三四六名であった。消防士の葬儀 は全米から多くの消防士が参列した。「ニューヨークの英雄」と称えられた消防士は、同時多発テロ以降、アメリカの愛国心を鼓舞する存在となった。ニューヨークのマダムタッソーには、瓦礫の中で星条旗を立てる三名の消防士 マネキンが置か （写









前から、消防 は英雄と見なされていた。ユニバーサル・スタジオ・ジャパンには消防士の活躍を題材とした「バックドラフト」というアトラクションがある。ＣＩＡやＦＢＩには「陰謀」、警察には「汚職」というネガティブなイメージがあるが、消防士には命を顧みず人命救助にあた というクリーンなイメ ジがある。さらにアメリカ特有の現象でもある 、多くの女性に って消防士は「セクシー」な存在なのである。
男性ストリッパーを題材にした映画
『マジック・マイク』（二〇一二年）では、定番の警察官の制服やドッグタグ（認識票）を下げた迷彩 の男性と並んで、消防士の制服姿のストリッパーが登場する。いずれも銅像的なマッチョな肉体を持つ。二度も雑誌『ピープル』で最





















銅 像よもやま話     4
国際関係学部では、一年次から四年
次までゼミナール形式の授業が必修科目である点にひとつの特徴がある。そのなか も一年次の導入科目であるオリエンテーションゼミ（基礎ゼミ）は、四年間の学生生活を左右するゼミに位置づけられる。なぜなら、一年次ゼミでの学びや出会いが今後四 間勉学の見取り図を描く基礎と るかである。
多文化コミュニケーション学科で












化」をテーマにしたグループによるプレゼンテーションをおこなう。大切なことは、プレゼンテーションの内容がグループによるフィールドワークに基づいていることである。フィ ルドワークとは、簡単 いえば「研究対象となっている社会に自らがおもむき、その社会に関し何らかの調査を こなうこと」 定義され 。調査対象者・対象地域は、亜細亜大学関係者以外・亜細亜大学以外（学外）と て 。学外に限定する理由は、アクションを起こす際 、安易に学内「資本」に頼らないための予防線でもある。また、フィールド調査は必ずグループで実施するように指導している。
ゼミ内でグループプレゼンテーショ
ンをおこない、各ゼミから代表一チームを選び、最終的に多文化コミュニケーショ 学科一年の合同 にて発表する。なお、多文化プレゼンの代表 一五名×二回）の学生と少人数授業で接する機会を有する。
今回紹介するオリエンテーションゼ
ミⅡは、ここ数年にわたり「身近な多文化を知る」をキーワードにした授業が展開されている。学生たちは、夏期休暇中に「身近な多文化について考える。具体的 は、身近な多文化についての写真を撮影して それについて解説すること」という課題に取り組むこの課題を通じて、学生が異文化や他者理解に対し 関心を向けられるように工夫している。
以上の考え方に基づき開講しているオ
















場対応力である。教室外に身を置き、インタビューなどを実践するフィールドワークでは、その場で 臨機応変な振る舞いが求められる。次に調整力である。授業では、グループ分けから始まり調査テーマの決定、フィ ルド調査、プレゼン ション準備と これまであまりなじみのない学生同士が協力して進めていかなければならない。そうした過程で お互いが妥協しつつも物事を「なんとかうまくやる」コツを身につけられる。最後に評価力である。ゼミ よっては、ゼミ内の代表を学生投票で決定している。また合同ゼミでは、毎回それぞれの発表に関する課題シートを提出させている。こうした作業を通じて 自ら（自分たちのグループ）と他のグループとのプレゼンテーションの内容に関する相違点や共通点、長所・短所を見つけることができる。とくに自らがアクションを起こしてい からこそ、より的確な評価の視点を身につける とが可能になる。　
学生指導の際、オリエンテーション











































































































































































































































の生存確認ができたということで、在来生物が増えてきたこ はとても喜ばしいことです。これは雨が降っても毎週活動しているボランティアの方々（井の頭かんさつ会）の努力の成果だと思われます。自分から興味を持たない このような体験はできないため、今回授業で体験 ることができてよかったです。
　
各回二〇数名から三〇数名の参加 行
われた実習であったため、 各人の実質的な取り組みには差が大きく、 門傳さん 感想にあるとおりであり、 来年度以降もこの実習が実施されるのなら、 検討課題である。ともあれ、 一応無事に今年度の実習は終了した。 参加した者が、 外来生物の問題について少 でも考えるようになってくれた なら嬉しい限りで るが。　
なお、実施日別の種ごとの捕獲数は下
掲の表（データ出所、井の頭かんさつ会）のとおりである。








を素手でさわりました。作業日はあいにくの雨 、池に入る人以外は見学となる時間が多く、残念でした。テナガエビやザリガニは見たことはありましたが、ブルーギル 初めて見ました。稚魚を見 機会はなかなかないため、貴重な体験となりました。今回はブルーギルの稚魚がたくさん獲れましたが、加えてテナガエビもたくさん網にかかっていまた。つまり外来生物と共に在来生物
　
ブルーギル、アメリカザリガニ、シナヌ



































































































ジア祭に参加するのは今年で三回目となった。 今年のテーマはグローバル時代における食文化の多様性であり、 企画名は 「のぞきみ！多 きっちん」 とした （写真１） 。 これまでと同様に、 学科の地域言語
（アラビア語、 インドネシア語、 韓国語、 中国語、 スペイン語、 ヒンデ ィー語） に基づき、各地域の食文化を展示した。　
中国は春節の食卓 （写真２） 、 韓国は庶
民の食卓 （写真３） 、 中東は 『千夜一夜物語』 ごちそう、 インドは伝統的な台所、中南米は死者の日の食事 （写真４） 、 インドネシアは屋台 （写真５） を再現した。　
今年度は、 過去二年間の課題を解決す
るため、 実行委員を前年の冬に募集し、早めに準備に取り掛かった。 具体的な課題としては、 各ブースの担当者 人員不足や来場者に対する展示品の説明不足、展示品の完成度のばらつき、 学年 越えた学生間の連携不足などがあった。 一二名の実行委員が定期的に会議を開き、 連絡係や書記、 会計などの役割分担を早期に決定し、 テーマもこれまで作製して た展示品を有効活用できるように食文化
たことで、 一〇月中旬には作業に入れるようになった。 また、 九月下旬に三年次の合同専門ゼミにおいて展示全体のテーマの説明と各地域の展示内容の説明を行い、三年生全体に対して作業およびアジア祭当日のブース担当を依頼した。　
その後、 一〇月中旬以降、 週四回程度、
六限目 （一七時五〇分から一九時二〇分）に作業を行った。 作業には毎回、 一〇名から二〇名程度の学生が集まり、 最初は紙粘土などで作る小さな食品を作 （写真６） 、 アジア祭に近づくにつれて、 屋台や祭壇、 円卓や噴水、 土釜など大掛かりな展示品を作製した （写真７、 写真８） 。　
昨年までのアジア祭では、 絵具の使用













業に別の工程が加わることを意味し、 実質的に作業量が増えることになった。 久しく絵具を使っていなかった学生たちは、絵具の使用に四苦八苦し （写真９） 、 紙粘土で作った食品はいつまでたっても白いままであった。
　
色塗りにあたって学生は相互に協力し
あい、 自分が作ったもの以外のモノにも色を塗っていった。 この助け合いは思わぬ悲劇を生んだ。 ある学生が紙粘土で箸を作ったところ、 これをネギだと勘違いした別の学生が緑色に塗ってしまった （写真
10） 。 本当は銀色に塗ってほしかったらし
い。 アジア祭直前にこの件が発覚し、ちょっとした騒動になった。 実は紙粘土の着色に際して、 こうした勘違いは起こり
うるものである。 筆者も紙粘土の色付け作業を手伝ったが、 「これは何だろう？」と思うモノに幾度もぶつかった。 明らかに、パン！とか焼き鳥！とわかるものは、 安心して色付けしたが、 小さな四角のモノとか、 丸いモノなど正体不明のモノは 見なかったこと」 にして白いままで放置した。　
何とか色塗りを終え、 前日は朝から展
示品の組立てを行った （写真
11） 。 一 一月三
日の昼過ぎに開場し、 一三時半ごろ 学長視察団を迎えた。 学長視察団を迎えるのは一昨年に続いて、 二度目であった （写真
12） 。 学生にとって、 学長を筆頭とする
二十名近い教職員 対し 展示を説明するのは非常に緊張することであるが、 また、 名誉なことでもあ 。 貴重な経験の一つとなったであろう。　
好評だったイベ ントは 「なまえで多文化」

















から、 展示品は環境にや しいもので作ることを心がけてきた。 つまり、 紙粘土や段ボールなど再利用できるも 、 仮に処分しても土にかえるものである （写真
17） 。 アジ
ア諸国に行けば、 雑貨類は安く手に入るが、 そうしたものではなく、 拙 て 学生自ら 作った のを展示することにこの企画の意義がある。 モノづくりには柔軟な発想が必要である。 何を作るか？どうやって作るか？どうやって展示するか？ ウェブ上を検索しても答えが見つからないものばかりである。 手作業を始めたばかりの学生はぎこちなく手を動かしていたが、 次第
に刃物などの道具の扱いに慣れてくると、柔軟な姿勢を示すようになっていった。 試しにやってみよう、 失敗したらやり直せばよいと考えるようになった。 こうした学生の発想の変化こそが、 この企画の目に見えない最も大きな成果といえる。
近年、 どこの大学でも大学祭は 「模擬
店祭り」 と揶揄され、 模擬店ばかりが目立つように った。 確か 模擬店を出すは楽しいかもしれないが、 「金儲け」 は卒
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